
 

 

研究業績（2024.4～2025.3） 
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１）国際レベル 
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試験と海外 P3 試験の比較, 第 86 回日本血液学会学術総会, 20241011 
 
細野奈穂子, 内藤知希, 池 成基, 新井宏典, 小野寺晃一, 福島健太郎, 池田大輔, 井山 諭, 後藤明彦, 池
添隆之, 高橋直人, 小島研介, 黒田純也, 伊豆津宏二, 福原 傑, 松井啓隆, 吉本五一, 諫田淳也, 山内高

弘, 臼杵憲祐, 南 陽介. AML における骨髄異形成関連遺伝子（MRG）異常の解析：HM-SCREEN-Japan 
01/02 解析, 第 86 回日本血液学会学術総会, 20241011 
 
森田美穂子, 新家裕朗, 根来英樹, 細野奈穂子, 山内高弘. ベネトクラクスとアザシチジンによる急性骨髄

性白血病治療における腫瘍崩壊症候群, 第 86 回日本血液学会学術総会, 20241011 
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移植における意思決定のための NGS に基づくリスク層別化：HM01 および HM02 コホートからの知見, 
第 86 回日本血液学会学術総会, 20241011 
 
上田智朗, 福島健太郎, 池 成基, 波江野 洋, 吉本五一, 新井宏典, 池田大輔, 市川 幹, 高橋直人, 細野

奈穂子, 山内高弘, 近藤 健, 楠本 茂, 黒田純也, 南 陽介. HM-SCREEN-Japan 02 試験におけるベネト

クラクス併用療法の NGS プロファイルと数理予測モデル, 第 86 回日本血液学会学術総会, 20241011 
 
湯田淳一朗, Joshua Zeidner, Harry Erba, Justin Watts, Mark Levis, 福島健太郎, Eunice Wang, Joseph Brandwein, 
島 隆宏, Neil Palmisiano, Uma Borate, 宮崎泰司, 細野奈穂子, 池添隆之, 小川吉明, Timothy Pardee, Stephan 
Strickland, Alireza Eghtedar, Gina Keiffer, Hongliang Cai, 松原万梨子, 渡邊旭延, Matthew Hitron, Curtis Allred, 
Bo Xu, Jatin Shah, Hagop Kantarjian, Naval Daver. 再発難治急性白血病患者を対象とした Menin-MLL 阻害剤

DSP-5336 の第 1/2 相試験, 第 86 回日本血液学会学術総会, 20241011 
 
新井宏典, 池 成基, 細野奈穂子, 松井啓隆, 青墳信之, 南 陽介. 急性骨髄性白血病患者 331 例における

造血器腫瘍ゲノム検査ガイドライン 2023 年度版に基づく評価, 第 86 回日本血液学会学術総会, 20241011 
 
松井啓隆, 池 成基, 新井宏典, 細野奈穂子, 南 陽介. HM-SCREEN-Japan 02 研究の情報を活用した遺伝

子バリアント解析手法の構築, 第 86 回日本血液学会学術総会, 20241011 
 
新家裕朗, 山口聡子, 関 倫久, 岡田 啓, 大江和彦, 山内高弘. 時間毒性の観点から評価した R-CHOP 療

法のための入院期間の年次変化：リアルワールドデータ研究, 第 86 回日本血液学会学術総会, 20241012 
 
位田奈緒子, 大蔵美幸, 細野奈穂子, 山内高弘. DNA 損傷修復と薬剤排泄機構に着目した inotuzumab 
ozogamicin 耐性の克服, 第 86 回日本血液学会学術総会, 20241012 
 
山本 薫, 中邑幸伸, 徳永良洋, 小林敬宏, 福島健太郎, 石塚賢治, 黒田純也, 後藤明彦, 宇津欣和, 小野孝

明, 山内高弘, 池添隆之, 池 成基, 南 陽介. 思春期・若年成人の AML における遺伝子異常の統合解

析：HM-SCREEN-JAPAN01 及び 02, 第 86 回日本血液学会学術総会, 20241012 
 
李 心, 藤田 慧, 塚崎 光, 大岩加奈, 根来英樹, 原 武志, 鶴見 寿, 上田孝典, 山内高弘. 高齢者びま

ん性大細胞型 B 細胞リンパ腫患者における相対治療強度が予後に及ぼす影響, 第 86 回日本血液学会学術

総会, 20241013 



 

 

名藤佑真, 宮崎香奈, 丸山 大, 高橋寛行, 角南一貴, 村上五月, 根来英樹, 宮澤悠里, 崔 日承, 岡田隆

宏, 高山信之, 富田直人, 百瀬修二, 金田裕人, 吉田全宏, 五明広志, 外山耕太郎, 錦織桃子, 俵 功, 浅野

直子, 大島孝一, 伊豆津宏二, 加藤光次, 鈴木律朗, 山口素子. 未治療 CD5 陽性びまん性大細胞型 B 細胞

リンパ腫の診療実態と予後に関する国内多機関共同観察研究, 第 86 回日本血液学会学術総会, 20241013 
 
森田美穂子, 山内高弘. ベネトクラクスによる急性骨髄性白血病治療時の腫瘍崩壊症候群についての単施

設後方視的検討, 第 58 回日本痛風・尿酸核酸学会総会, 20250221 
 
③一般講演（ポスター） 
根来英樹, 浦崎芳正, 上田孝典, 山内高弘. T 細胞性腫瘍細胞株に対する darinaparsin の作用機序の検討, 第
86 回日本血液学会学術総会, 20241011 
 
山内英暉, 田中 周, 位田奈緒子, 新家裕朗, 今村善宣, 森田美穂子, 根来英樹, 細野奈穂子,米本菜採, 福
島万奈, 村元暁文, 木村純也, 八田聡美, 浅野直子, 小林基弘, 今村好章, 松田安史, 山内高弘. 形質細胞増

多で発症した PTCL と EBV 陽性 DLBCL の composite lymphoma, 第 86 回日本血液学会学術総会, 20241013 
 
田中 周, 位田奈緒子, 細野奈穂子, 山内高弘. 当院で治療された形質細胞白血病の後方視的検討, 第 86
回日本血液学会学術総会, 20241013 
 
大森優樹, 新家裕朗, 細野奈穂子, 山内高弘. 特発性 CD4 リンパ球減少症に合併し致死的経過を辿った

EBV-DLBCL と CMV 腸炎, 第 86 回日本血液学会学術総会, 20241013 
 
山内英暉, 新家裕朗, 細野奈穂子, 根来英樹, 山内高弘. Inotuzumab ozogamicin 後の移植後シクロホスファ

ミド併用 HLA 半合致移植に合併した重症肝類洞閉塞症候群, 第 47 回日本造血・免疫細胞療法学会総会, 
20250228 
 
３）地域レベル 
①招待・特別講演 
細野奈穂子. CPX-351 における高リスク AML の治療マネジメント, 第 42 回日本血液学会北陸地方会コー

ヒーブレイク, 20240727 
 
②一般講演（口演） 
大森優樹，位田奈緒子，松田安史，北野祐平，長谷川 稔，根来英樹，山内高弘. 腹痛を主訴に汎発性帯

状疱疹を発症した AL アミロイドーシス症例, 第 253 回日本内科学会北陸地方会, 20240609 
 
西 理恵, 山内高弘. 骨髄異形成症候群進展白血病細胞株 MDS-L における Bcl-2 阻害薬 Venetoclax と

Mcl-1 阻害薬 S64315 の併用効果, 第 8 回日本臨床薬理学会東海・北陸地方会, 20240609 
 
新家裕朗, 細野奈穂子, 大森優樹, 田中 周, 山内英暉, 位田奈緒子, 今村善宣, 森田美穂子, 根来英樹, 山
内高弘. 広域抗菌薬の投与が有効であった同種造血幹細胞移植後に合併した腸管気腫症, 第 42 回日本血

液学会北陸地方会, 20240727 
 
田中 周，根来英樹，森田美穂子，石田健太郎，前川展廣，夛田 浩，五井孝憲，山内高弘. R-THPCOP
療法 6 コース終了後に腸管穿孔をきたした心臓と腸管浸潤を伴う悪性リンパ腫, 第 254 回日本内科学会北

陸地方会, 20240908 
 
増永志穂, 漆﨑絵理花, 福嶋祐喜, 海老田ゆみえ, 森田美穂子, 細野奈穂子, 山内高弘. 抗 Cwと Mimicking
抗 E を検出した症例, 第 42 回日本輸血細胞・治療学会北陸支部例会, 20241116 
 
新家裕朗. 血液疾患における免疫・細胞療法(Bispecific antibody / CAR-T) の現状, 第 14 回日本臨床腫瘍薬

学会 北信越地区セミナー, 20250222 



 

 

４）その他研究会・集会 
①招待・特別講演 
山内高弘. AML 治療の新展開, Hematology Web Seminar, 20240411 
 
山内高弘. AML Up To Date, AML Meet The Expert, 20240423 
 
根来英樹. 高齢者 DLBCL の治療, 第 40 回血液がん集学的治療の会, 20240510 
 
根来英樹. エンシトレルビル治療により SARS-CoV-2 持続感染が改善した抗 CD20 抗体治療中の FL 症例, 
Lymphoma Web Seminar ～FL 治療中の Covid-19 感染～, 20240530 
 
山内高弘. 新薬登場で変わる高リスク AML 治療, ビキセオス発売記念講演会 in 東京, 20240621 
 
山内高弘. 白血病と高尿酸血症/痛風、治療の進歩 ―教室の取り組み―, 第 10 回福井呼吸器・内分泌代謝

学術講演会, 20240629 
 
根来英樹. 再発・難治性の PTCL 治療戦略～ダルビアスのポジショニングも含めて～, ダルビアス Web 
Seminar, 20240702 
 
新家裕朗. 血液疾患のリアルワールドデータ研究, Kinki・Hokuriku The YOUTH Hematology Seminar, 
20240905 
 
根来英樹. 悪性リンパ腫治療の最近の進歩と COVID19 感染時の注意点, 北近畿血液診療連携の会, 
20240926 
 
根来英樹. 再発・難治性の PTCL 治療戦略～ダルビアスの位置付けを含めて～, 第 2 回 T-cell Hematology 
Cancer Web Seminar, 20240927 
 
②一般講演 
根来英樹. 再発・難治 LBCL の治療について, LBCL Meet The Expert Seminar in Fukui, 20240419 
 
新家裕朗. 複数 TKI 抵抗性の CML に対して同種移植を施行した 1 例, Young Hematologist Web Seminar, 
20240509 
 
新家裕朗. 研究の進め方についての HOW TO, Next Generation Hematologist Workshop in 2024, 20240518 
 
新家裕朗. 細胞毒性治療後に発症する骨髄性腫瘍の病態と治療, Hematology Expert Seminar in FUKUI, 
20240625 
 
新家裕朗. 造血幹細胞移植, 福大病院まちかどラジオ, 20240703 
 
新家裕朗. 福井県での同種移植の立ち上げと研究, NAGOYA RED CROSS MEETING, 20240712 
 
山内高弘. 再発・難治性 ALL の治療におけるベスポンサの使用経験, Pfizer Leukemia Internet Symposium, 
2024730 
 
根来英樹. 実臨床で難渋する FL 治療の工夫, 実臨床で難渋するリンパ腫について考える, 20240913 
 
新家裕朗. AL アミロイドーシスと形質細胞腫瘍を合併した高齢者多発性骨髄腫に対する DLd 療法, 北陸若

手医師 骨髄腫の会, 20241028 
 
山内高弘. FLT3変異陽性AMLに対する治療戦略～最新のトピックス～, AML Symposium in Ehime, 20241108 
 



 

 

森田美穂子. 高尿酸血症の治療～痛風から腫瘍崩壊症候群まで～, 丹生郡医師会学術講演会, 20241119 
 
根来英樹. 腎機能低下によりアシミニブに変薬した CML の 1 例, Novartis Hematology Seminar ファビハル

タカプセル新発売/セムブリックス錠発売 2 周年を迎えて, 20241120 
 
山内高弘. 新薬登場で変わる高リスク AML 治療～CPX-351 の話しを中心に～, AML up to date seminar in 
Tochigi, 20241126 
 
山内高弘. 急性骨髄性白血病治療の最新の知見, Daiichi-Sankyo AML セミナー in Tokyo, 「これからの時代

の AML 治療を考える」, 20241127 
 
根来英樹, 大森優樹, 田中 周, 山内英暉, 位田奈緒子, 新家裕朗, 今村善宣, 森田美穂子, 細野奈穂子, 山
内高弘. G-CHOP が奏功した古典的ホジキンリンパ腫に形質転換した濾胞性リンパ腫, 第 59 回北陸リンパ

増殖性疾患検討会, 20250111 
 
新家裕朗. 困った！手術ができない！術前検査で見つかった血小板減少、どうする？, 血液疾患を考える

会 in Fukui, 20250124 
 
山内高弘. FLT3 変異陽性 AML に対する治療戦略, AML フロンティア, 20250213 
 
山内高弘.VEN/AZA 療法の治療マネジメント, Venetoclax Expert Meeting, 20250222 
 
根来英樹. DLBCL のアンメットニーズ、エプキンリの使用意義, 免疫療法に関する安全性を考える会 エプ

キンリセミナー, 20250311 
 
今村善宣. ir AE 院内対策の構築から学んだこと、腫瘍内科の強み, 免疫療法に関する安全性を考える会 エ
プキンリセミナー, 20250311 
 
山内高弘. リポソーム製剤の有用性～CPX-351 の作用機序から考える～, AML Cross Seminar, 20250314 
 
 
 


